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ＰＴＡ会則 

 

第１章  会 則 

(名称・事務所) 

第1条 この会は、品川区立後地小学校ＰＴＡ（以下「本会」という）と称し、事務所を品川区立後

地小学校（以下「本校」という）におく。 

 

(目 的) 

第2条 本会は、保護者と教職員が協力して児童教育の進展と、児童福祉の向上に努め、特に

本校教育目標の実現に努めるとともに、会員相互の親睦と研修をはかることを目的とす

る。 

 

（方 針） 

第3条 本会は、教育を本旨とする民主団体であって、特定の宗教や政党の支持、営利を目的と

する行為は行わない。 

 

第２章 会 員 

 

第4条 本会の会員は、次のとおりとする。 

1． 本校に在籍する児童の保護者。 

2． 本校の教職員。 

 

（会員の使命） 

第5条 会員は、児童の在学している学年・学級に所属し、その活動に参画するとともに児童の

居住する地区の校外指導にあたる。その他、本会の目的を達成するために必要な事項

を行うものとする。 

 

（入会および退会） 

第6条 会員は、自己の子供（児童）が本校に在籍すると同時に本会に加入する権利を有する。 

1. 児童が本校に在籍後２週間以内に非加入の意思を執行部に明示しない限り、本会

加入に同意したものとみなす。 

2. 児童が在籍中においては、毎年３月１５日までに次年度の非加入の意思を執行部

に明示しない限り、本会会員継続に同意したものとみなす。 

 

（会 費） 

第7条 本会の経費は会費、寄付金、その他の収入をもってこれに充当する。 

1． 会費は世帯単位とし、年４，０００円とする。但し、事情（転出、転入など）のある場合

は、執行部会の決議をもって会費の徴収を決定する。 

2． 会費を変更する場合は、執行部会の決議を経て総会の承認を得るものとする。 
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第３章 役員・顧問 

(役員及び人数) 

第8条 本会には次の役員をおく。なお役員は本会員でなければならない。また、役員全体を執

行部と称する。 

1． 会 長  １名 

2． 副会長   ２名～（内副校長１名） 

3． I C T  ２名～ 

4． 書 記  ２名～ 

5． 会 計  ２名～ 

6． 会計監査  ２名 （内教職員１名） 

付則 執行部会の承認を得て人数の変更ができる。 

 

（役員の任務） 

第9条 役員の任務は、次のとおりとする。 

1. 会長は、本会を代表し会務を総括する。  

2. 副会長は、会長を補佐し会長に事故ある時または不在の時は、その職務を代

行する。  

3. ＩＣＴは、ＰＴＡ活動におけるＩＣＴ活用の推進や支援を行う。 

4. 書記は、ＰＴＡ事務局として庶務事務、文書の管理等を行う。  

5. 会計は、会費の収支・管理にあたり、総会で決算の報告を行う。また予算案

の作成を行う。  

6. 会計監査は、会計の監査を行う。 

 

（役員の任期） 

第10条 役員の任期は、４月１日から翌々年３月３１日までの２年とする。但し、やむを得ない場合

には１年で退任することもできる。また、引き継ぎは任期終了後も引き続きおこなうものと

する。 

１． 役員は、再任を妨げない。 

 

（役員の選出）  

第11条 役員は以下の方法で選出する。 

1． 会長は本会会員の中から推薦や立候補をもとに選出し、総会において承認を

経た後就任する。 

2． 本会会員より選出する副会長、書記、会計については、１年生から５年生の会員より

執行部として募集をする。 

3． 新１年生の保護者を前項の執行部に選出することも可とする。この場合は、５月総

会において選任し、活動するものとする。 
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(顧問) 

第12条 本会に、顧問をおく。 

1． 顧問は歴代会長とし、執行部会の承認を経て会長が委嘱する。 

2． 顧問は、執行部会の諮問に応じる。 

 

（役員の免除期間）  

第13条 以下の者は役員を免除される。 

1． 顧問は、会長担当時の学年の子どもが卒業するまで、会長、執行部及び各部員

（以下本条において「全役員」という）を免除される。兄弟姉妹がいる場合、その兄弟

姉妹も卒業するまで同様とする。 

2． 執行部２年間の任期を終えた会員は、執行部担当時の学年の子どもが卒業す

るまで、全役員を免除される。兄弟姉妹がいる場合、その兄弟姉妹は任期後

４年間まで同様とする。 

3． 執行部１年間の任期を終えた会員は、任期後１年間まで執行部を免除、任期後４

年間まで各部員を免除される。兄弟姉妹がいる場合も同様とする。 

4． 役員の任期中は、各部員及びお手伝い・ボランティアをすべて免除される。 

兄弟姉妹がいる場合、その兄弟姉妹の学年においても任期中は免除される。

但し、学年において免除者をすべて外すと部やお手伝い登録の人数に満たない場

合は、適用されない場合がある。 

 

第４章 会 議 

（会議の種類） 

第14条 会議は次のとおりとする。 

1. ５月総会 

毎年５月に開催し、前年度の各部年間事業報告、決算の承認、今年度の予算案承

認、新役員の選任、その他の重要事項を審議する議決機関である。 

2. ２月総会 

新役員の選任、その他の重要事項を審議する議決機関である。 

3. 臨時総会 

執行部会または会員の３分の１が必要と認めた場合、開くことができる。 

4. 運営委員会 

役員ならびに各部部員をもって構成し、年３回開くほか、会長が必要と認めたとき、

これを招集し会務の審議執行にあたる。 

5. 執行部会 

執行部により構成され、必要に応じて会長がこれを招集する。緊急を要する事態に

際しては、総会を代行する。 

6. 各部会 

各部員により構成され、部員がこれを招集し、諸事業の円滑な処理をはかる。 
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（定 員） 

第15条 本会の会議の総会は、会員の１０分の１、その他の会議は定員の３分の１以上の出席をも

って成立する。なお、総会においては、委任状の提出または書面（電磁的方法を含む）

による表決をもって出席及び議決権行使とみなす。 

 

第16条 会議の議決は、すべて出席者の過半数の同意を得て成立する。 

 

第５章 各 部 

(各部) 

第17条 本会の運営については、次の各部をおく。 

1． 学級部 

2． 校外部 

3． 広報部 

 

（各部員） 

第18条 各部員は各学年からの有志と教員で構成され、各学年からの有志の人数は次のとおりと

する。 

①学級部     ４年生から１２名程度 

②校外部     ３年生から１２名程度 

③広報部     ２年生から１０名程度 

付則 執行部会の承認を得て、定められた学年以外の有志の参加や、人数の変更が

できる 

１． 各部の役割は以下のとおりとする。但し、年度により活動内容が変わる場合がある。 

①学級部 ・スポーツレクリエーションの実施 

・あいさつ運動の実施（月 1回） 

・卒業対策委員（卒対）の選出 

②校外部 ・校庭開放の実施 

       ・ラジオ体操の実施 

       ・防犯パトロール 

    ・ＣＡＰ講習会の実施 

③広報部 ・ＰＴＡ広報誌の作成及びこれに関する資料収集としての写真撮影 

 

（各部員の免除期間） 

第19条 以下の者は各部員を免除される。 

1． 各部員の任期を終えた保護者（会員）は、任期後４年間まで各部員を免除される。

（部員担当時の学年の子どもと、その兄弟姉妹も含む。） 

2． 各部員の任期中は、各部員担当時の学年の子どもの兄弟姉妹の学年における部

員は免除される。但し、免除者をすべて外すと部の人数に満たない場合は、適用さ

れない場合がある。 
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（各部員の任務） 

第20条 各部員は協力して各学級・学年間のＰＴＡ活動の成果を上げるとともに、各部業務の執

行にあたる。 

 

（各部員の任期） 

第21条 各部員の任期は当該年度初めの引継ぎ会から翌年度の引継ぎ会までの１年間とする。

但し、引き継ぎは任期終了後も引き続きおこなうものとする。 

 

（欠員） 

第22条 部員に欠員が生じ、各部の活動に支障をきたす場合は、執行部会の承認をもって補充

し、その任期は前任者の残余の期間とする。 

 

（学校長の権利） 

第23条 校長は、すべての会議に出席し意見を述べることができる。但し、評決には加わらない。 

 

（教職員） 

第24条 会員である全教員は、それぞれ各部に所属する。 

 

第６章 会 計 

 

（会計年度） 

第25条 本会の会計年度は、毎年４月１日より翌年３月３１日とする。 

 

（補正予算） 

第26条 必要に応じて予算の補正を行う。予算の補正は執行部会の承認を得なければならない。 

 

（会計決算） 

第27条 会計の決算は会計監査の承認を経て総会に報告し、その承認を得るものとする。 

 

（会計監査） 

第28条 会計監査は本会会員より２名とし、１名は教員より、もう１名は、本会会員より選任する。 

1. 本会会員の会計監査は、原則として、前年度会長または前年度会計以外の前年度

役員から選出される。なお、執行部会の承認を得て人数の変更ができる。 

 

第29条 会計監査は原則として年間２回会計を監査し、会計処理状況を総会に報告する。 
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第７章 慶弔および表彰 

 

（慶 弔） 

第30条 会員および顧問が死亡した場合は弔の意を表す。金額は３，０００円とする。この弔意金

については執行部会に報告する。 

 

第８章 個人情報の取扱いについて 

 

（個人情報） 

第31条 本会に所属する会員は、所属と同時に会員及びその児童の情報（個人情報）の提供に

同意する。 

 

（個人情報の取扱い） 

第32条 本会の活動を推進するために必要とされる個人情報の取得や利用、管理については 

「個人情報取扱い規定」に定め適正に運用するものとする。 

 

 

第９章 付 則 

 

（改廃手続） 

第33条 本会則は、総会の決議を経なければ改廃することができない。 

1. 会則改正案は、総会の７日前までに内容を全会員に通知しなければならない。 

 

 

（細則） 

第34条 本会の運営上、必要と認める事項については、執行部会の議を経て、細則を設け、また

は改廃することができる。 

 

 

本会則は、昭和４６年４月１日より施行する。 

 

平成１１年３月１９日 改正。 

平成１２年３月１８日    改正。 

平成１４年２月 ２日    改正。 

平成１５年３月１５日    改正。 

平成１７年３月１５日    改正。 

平成１８年３月１５日    改正。 

平成１９年３月１０日    改正。 

平成２１年５月 ９日    改正。 
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平成２３年２月２６日    改正。 

平成２６年２月１５日    改正。 

平成２７年１月１５日    改正。 

平成３０年２月２３日 改正。 

令和 ２年４月 １日 改正。 

令和 ４年４月 １日 改正。 

令和 ５年４月 １日 改正。 

令和 ６年４月 １日 改正。 

令和 ６年１０月１９日 改正。 

令和 ８年２月１４日 改正。 
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ＰＴＡ細則 

 

第１章 各部の選出細則 

 

第1条 本会則第１８条に定める各部員は、定数に基づき募集をし、会員の中から立候補をもとに

選出する。 

 

第2条 立候補者がいない場合は学年の中で次の順位により互選する。 

第 1順位 お手伝い、部員ともに実績無し（本会則第１３条並びに第１９条の免除者除く） 

第 2順位 部員の実績無し（本会則第１３条並びに第１９条の免除者除く） 

第 3順位 本会則第１９条の免除者 

 

第 2章 お手伝い細則 

 

第1条 児童の登下校時の安全な環境づくりやＰＴＡ活動の補佐として次のお手伝いをおく。 

あいさつ運動   1年生と６年生の有志 

校庭開放   5年生の有志 

 

第2条 お手伝いは会員の中から立候補をもとに選出することとし、前条以外の有志が立候補す

ることも可能とする。 

 

第3条 立候補者がいない場合は学年の中で次の順位により互選する。 

第 1順位 お手伝い、部員ともに実績無し（本会則第１３条並びに第１９条の免除者除く） 

第 2順位 部員の実績無し（本会則第１３条並びに第１９条の免除者除く） 

第 3順位 本会則第１９条の免除者 


